
その他(堤防断面)

堤体漏水

水衝洗掘

工事施工

工作物

新堤防・破堤跡・旧川跡

凡　　　　例

越水　　　　A
その他(堤防断面)　 A

越水

その他(堤防断面)　B

越水　B

１

３

２

0/0

0/4-35

0/8+26

2/0+84

2/4

４

3/2+98

3/4+48

８

旧川跡

旧川跡

5/2+110

5/0+22

4/8+155

越水　 B

10

11 その他(堤防断面) B

越水B14

16 越水B

基礎地盤漏水B

5/6-95

6/2(0/4+48)

5/8-22 (0/0)

越水　　A
その他(堤防断面)　A

25

0
/4

+1
22

0
/8

+1
24

1/6+185

1/6

1/2+154

1/2-86

27

26

旧川跡

旧川跡

1/8+226

2/6+28

28

2/6+210

2/8+127

29

64 越水A
その他(堤防断面)A

0/2+61

1/4+168

30 越水Bその他(堤防断面)B

31

5/
4+
50

6
/2

+1
2 0

4/
6+
16
2

33

6
/
6
-8
7

8/
2+
11
2

32旧川跡

6
/6

+1
47

48 47 46
旧川跡旧川跡旧川跡

4
/
8
+4

8

5
/0

+1
52

5
/
2
+5

6

5
/2

+1
67

5
/
4
+5

5

6
/2

6
/4

+1
18

8/
8+

40
94

2/0 +155旧川跡

95 旧川跡

越
水

B

97
4/6+126

78

77

旧川跡

旧川跡

0
/
4
+4
8

2/8-
55

越水B79

3
/
2
+ 7
5

3
/ 6

(
3
/
2
+7
0 )

81

80

7/4+64

85 越水B

84

83

5/8+112

5/6+137

5/2+47

5/2

旧川跡

旧川跡

4/6+231

98
越水B

5/2+100

6/8+215

越水B

6/8+231

7/0+156

越水B

90 越水 A

8/8+66

9/8-21

10/2-18

8/4+9
89 越水B

9/
4+

13
0

旧川跡
19

9/
2-

28

20

9/4+12040

38

その他(堤防断面)B

旧川跡

44

35

9/4+140

1
2
/
4
+1

50

1
2
/
8
+1

00 22

越水 A
その他(堤防断面) A1

3
/
2-

40

1
3
/4

23
越水　B
その他(堤防断面) B

1
0
/
8
+1

28

1
0
/
0
+1

71

67
越水B

8
/6

+2
13

8
/
8
+6

7

9
/
2
+9

2

9
/
6
+1

9

1
0
/
2
+1

19

1
0/

6+
50

51
越水B越水B

52

越水B

53

1
4/

0+
52

1
1
/
2
+1

67

1
1
/
0
+1

79

57

旧川跡

56

越水B
越水B

54

1
1/

4+
94

1
1
/
4
+1

30

1
0/

6+
95

旧川跡
58

1
3
/4

1
3/

4+
98

1
4
/
0
+1

01

1
4
/
0
+1

35

1
4/

6+
19

68
越水B

70 越水B

71

旧川跡旧川跡旧川跡旧川跡

越水B

60616263

1
4
/
6
+1

00

1
5/

0+
99

1
5
/
0
+1

48

1
5/

4+
50

1
5
/
4
+1

49

1
5
/
6
+1

33

1
5/

6+
89

1
4
/6

1
4
/
0
+1

44

1
5
/
8
+1

08

59

工作物 B
（土居大橋）

76

75
工作物　B
（江の村大橋）

工作物　B
（秋田橋）

工作物　A
（４号中山樋管）

50

工作物　A
（３号中山樋管）

49

工作物　B
（四万十川橋）

45

工作物　B
（坂本橋）73

越水B

1
0
/2

1
0
/
0
+1
52

12

8/
2
越水B

越水B
その他(堤防断面)B

6
/8
+1

18

7
/2

+14

旧川跡

その他(堤防断面) B

5/2

6
/
6
-8
7

4
/8

0/4+48

6
/4
+1
18

2/2+52

4/
0

2/6+53

2/6+159

2/4+100

2/4

2/2

2/2+45

2
/
8
- 5
5

5/0+205

9/4+11
0

9/
6

9/0+95

8/8+119

1
3/

0+
61

1
5
/
4
+1

17

1
5
/
6
+1

32

工作物B
（後川橋）

令和５年度　渡川水系重要水防箇所平面図  

工作物　A
（小原橋）

1/2+162

3/8+30

堤体漏水B

1/2

1/0+150

堤体漏水B

3/4+100

4/6+100

堤体漏水B

3/
1

2/4

堤体漏水B

堤体漏水B

9/4+140

12/8+117

2/0

越水B

越水 B

越
水

B

越
水

Ｂ

越水B

越
水

B

96 越水B

５基礎地盤漏水B

越水A
その他(堤防断面)A

越水A
その他(堤防断面)A

基礎地盤漏水

1
0
/
2
+1

40

1
0/

6+
55

2/0

8
/6

+1
00

8
/4

+1
88

工事施工

基礎地盤漏水B128

0/8+135

0/8-15
水衝洗掘(要注意)122

6
/0

+1
76

5
/65
/6

+1
00

5
/8

+1
70

水衝洗掘(要注意)120

堤体漏水B121

4
/6

+1
00

4
/
6
-9

0

その他123

(ドレーン工排水不良)要注意

7
/8

+1
38

8
/
0
+4

0

水衝洗掘(要注意)124

9
/
6
-4

5

9
/
6
+1

5

堤体漏水B

1
3
/8

1
4
/0

堤体漏水B

5/4+130

6/0

その他(ドレーン工排水不良)

その他(構造物変状)

4
/
4
- 3
0

3
/ 8

+ 1
00

堤体漏水B

（中島樋門）

131

（森沢第2樋門）

130

129
（森沢第1樋門）

133基礎地盤漏水B

堤体漏水B

堤体漏水B

堤体漏水B

8/6

7
/
8
+
27

8
/8

+1
1
7

9
/
6
+4

4

1

k-sogabe
テキストボックス
①：四万十市田野川　後川(右)５/４＋１３０～６/０ｍ付近基礎地盤漏水B
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②：四万十市不破、坂本　中筋川(左)４/６－９０～４/６＋１００ｍ付近その他（ドレーン工排水不良）要注意




①

１　□　協議案件　　　

平面図

横断図

四万十市田野川　後川(右)５/４＋１３０～６/０ｍ付近
基礎地盤漏水B

起点付近

視察箇所

　２　■　巡視対象 ■　重要水防区域
□　地すべり・がけ崩れ
□　その他
場所(　　　　　　　　　　　　　　　　)

2



写真

3



②

１　□　協議案件　　　

平面図

横断図

四万十市不破、坂本　中筋川(左)４/６－９０～４/６＋１００ｍ付近
その他（ドレーン工排水不良）要注意

起点付近

視察箇所

　２　■　巡視対象 ■　重要水防区域
□　地すべり・がけ崩れ
□　その他
場所(　　　　　　　　　　　　　　　　)

4



写真

5



はじめに（河川堤防に求められる機能）

■降雨や洪水による河川水位の上昇に対して堤防が壊れない

20 206



重要水防箇所評定基準（案） １／２
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種別
重要度等

要注意区間Ａ ⽔防上最も重要な区間 Ｂ ⽔防上重要な区間
越⽔
（溢⽔）

計画⾼⽔流量規模の洪⽔の⽔位（⾼潮区間の堤防にあっては
計画⾼潮位）が現況の堤防⾼を越える箇所。

計画⾼⽔流量規模の洪⽔の⽔位（⾼潮区間の堤防にあっては計画⾼潮位）
と現況の堤防⾼との差が堤防の計画余裕⾼に満たない箇所。

堤体
漏⽔

●堤防の機能に⽀障が⽣じる堤体の変状の履歴(被災状況が確
認できるもの）があり、類似の変状が繰り返し⽣じている箇所。

●堤体の⼟質、法匂配等からみて堤防の機能に⽀障が⽣じる堤
体の変状の⽣じるおそれがあり、かつ堤防の機能に⽀障が⽣じ
る堤体の変状の履歴（被災状況が確認できるもの）がある箇所。

●⽔防団等と意⾒交換を⾏い、堤体漏⽔が⽣じる可能性が特に
⾼いと考えられる箇所

●堤防の機能に⽀障が⽣じる堤体の変状の履歴（被災状況が確認できるもの）
があり、安全が確認されていない箇所、⼜は堤防の機能に⽀障は⽣じていな
いが、進⾏性がある堤体の変状が集中している箇所。

●堤防の機能に⽀障が⽣じる堤体の変状の履歴（被災状況が確認できるもの）
はないが、堤体の⼟質、法匂配等からみて堤防の機能に⽀障が⽣じる堤体の
変状の⽣じるおそれがあると考えられる箇所。

●⽔防団等と意⾒交換を⾏い、堤体漏⽔が⽣じる可能性が⾼いと考えられる
箇所。

基礎
地盤
漏⽔

●堤防の機能に⽀障が⽣じる基礎地盤漏⽔に関係する変状の
履歴（被災状況が確認できるもの）があり、類似の変状が繰り
返し⽣じている箇所。

●基礎地盤の⼟質等からみて堤防の機能に⽀障が⽣じる変状の
⽣じるおそれがあり、かつ堤防の機能に⽀障が⽣じる基礎地盤
漏⽔に関係する変状の履歴（被災状況が確認できるもの）が
ある箇所。

●⽔防団等と意⾒交換を⾏い、基礎地盤漏⽔が⽣じる可能性が
特に⾼いと考えられる箇所。

●堤防の機能に⽀障が⽣じる基礎地盤漏⽔に関係する変状の履歴（被災状況が
確認できるもの）があり、安全が確認されていない箇所、⼜は堤防の機能に
⽀障は⽣じていないが、進⾏性がある基盤漏⽔に関係する変状が集中して
いる箇所。

●堤防の機能に⽀障が⽣じる基礎地盤漏⽔に関係する変状の履歴（被災状況が
確認できるもの）はないが、基礎地盤漏⽔の⼟質等からみて堤防の機能に
⽀障が⽣じる変状の⽣じるおそれがあると考えられる箇所。

●⽔防団等と意⾒交換を⾏い、基礎地盤漏⽔が⽣じる可能性が⾼いと
考えられる箇所。

⽔衝・
洗掘

●⽔衝部にある堤防の前⾯の河床が深掘れしているがその対策が
未施⼯の箇所。

●橋台取り付け部やその他の⼯作物の突出箇所で、堤防護岸の
根固め等が洗われ⼀部破損しているが、その対策が未施⼯の箇所。

●波浪による河岸の決壊等の危険に瀕した実績があるが、
その対策が未施⼯の箇所。

●⽔衝部にある堤防の前⾯の河床が深掘れにならない程度に洗掘されて
いるが、その対策が未施⼯の箇所。

★

7



重要水防箇所評定基準（案） ２／２
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種別 重要度等 要注意区間Ａ ⽔防上最も重要な区間 Ｂ ⽔防上重要な区間

⼯作物

●河川管理施設等応急対策基準に基づく改善措置が必要な堰、橋梁、
樋管その他の⼯作物の設置されている箇所。

●橋梁その他の河川横断⼯作物の桁下⾼等が計画⾼⽔流量規模の
洪⽔の⽔位（⾼潮区間の堤防にあっては計画⾼潮位）以下と
なる箇所。

●橋梁その他の河川横断⼯作物の桁下⾼等
と計画⾼⽔流量規模の洪⽔の⽔位

（⾼潮区間の堤防にあっては計画⾼潮位）
との差が堤防の計画余裕⾼に満たない箇所。

⼯事施⼯
出⽔期間中に堤防を開削する

⼯事箇所⼜は仮締切等により
本堤に影響を及ぼす箇所。

新堤防
・破堤跡
・旧川跡

新堤防で築造後3年以内の箇
所。

破堤跡⼜は旧川跡の箇所。

陸閘 陸閘が設置されている箇所。

要注意区間 

重要度Ａ ⽔防上最も重要な区間
重要度Ｂ ⽔防上重要な区間

⼯事施⼯、新堤防・旧川跡・破堤跡、陸閘の該当箇所について「要注意区間」と定義している。

重点区間 ⽔防活動上の必要性に応じて、特に⽔防時に重点的に巡視すべき区間を設定する。

設定基準

重点区間
⽔防活動上の必要性に応じて、特に⽔防時に重点的に巡視すべき区間を設定する。
釧路川⽔系（直轄区間）では、新堤防箇所ならびに危険⽔位設定時の危険箇所と、その箇所と重複する
越⽔(溢⽔）等のランク評価されている箇所について重点区間に設定している。

●重要度等の定義

●重点区間

★
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越水・溢水

種別 評定基準

堤防高
（流下能力）

Ａ 計画高水流量規模の洪水の水位が現況の堤防高を越える箇所。

Ｂ 計画高水流量規模の洪水の水位と現況の堤防高との差が堤防の計画余裕高
に満たない箇所。（水位が、HWL以上で天端以下になる箇所）

Ａ ＢＢＢ

堤防高
一連区間の中で最も溢れやすい箇所
（背後地の状況等も加味）

計画高水流量規
模の洪水の水位

水防団等と情報共有

計画高水流量規
模の洪水の水位
＋計画余裕高

Ｂ Ａ

氾濫ブロックを同一にする一連区間

27

■堤防の高さに対して、計画している流量でどこまで水位があがるか

★
★
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堤体漏水、基礎地盤漏水

28

基礎地盤漏水
指標：履歴・点検

局所動水勾配ｉ

堤体漏水
指標：履歴・点検

堤防脆弱性ｔ*
すべり安全性Ｆs

法崩れ・すべり・漏水
指標：履歴あり未対策

漏水
指標：履歴あり未対策

漏水
指標：履歴あり未対策

基礎地盤漏水
指標：Ｇ／Ｗ

（新基準） （旧基準）

■履歴・点検結果に加え、漏水を提体と基礎地盤に分け、
計算による定量的評価を追加。

★
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水衝・洗掘

種別 評定基準
⽔衝・洗掘 Ａ ⽔衝部にある堤防の前⾯の河床が深掘れしているがその対策が未施⼯の箇所。

橋台取り付け部やその他の⼯作物の突出箇所で、堤防護岸の根固め等が洗わ
れ⼀部破損しているが、その対策が未施⼯の箇所。
波浪による河岸の決壊等の危険に瀕した実績があるが、その対策が未施⼯の
箇所。

Ｂ ⽔衝部にある堤防の前⾯の河床が深掘れにならない程度に洗掘されているが、
その対策が未施⼯の箇所。

35

■堤防の前面が深く掘れている場合、進行すると堤防本体も削られることになる。

また、水の流れが直接堤防にあたると、堤防が削られる場合もある。

★
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工作物

種別 評定基準
⼯作物 Ａ 河川管理施設等応急対策基準に基づく改善措置が必要な堰・橋梁・樋管その他

の⼯作物の設置されている箇所。
橋梁その他の河川横断⼯作物の桁下⾼等が計画⾼⽔流量規模の洪⽔の⽔位以下
となる箇所。

Ｂ 橋梁その他の河川横断⼯作物の桁下⾼等と計画⾼⽔流量規模の洪⽔の⽔位との
差が堤防の計画余裕⾼に満たない箇所。

B Ａ

36

堤防計画⾼⽔流量
規模の洪⽔の⽔位

計画⾼⽔流量規模の
洪⽔の⽔位＋計画余裕⾼

■橋梁等の川の中に設置する構造物が、川の流れを阻害していないか。

橋梁については、適切な余裕を確保していないと流木等がかかり、

堤防決壊に繋がる。

橋梁等の構造物の桁が、
・余裕⾼に⼊っていれば、B
・⽔の中に⼊っていれば、A

★
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